
【演題】
労働者協同組合法の可能性
～地域づくりを仕事にする新しい働き方～

Hokkaido University Public Policy School

北海道大学 公共政策大学院
〒060-0809 札幌市北区北9条西７丁目
 Email office@hops.hokudai.ac.jp （院長室）

日 時：2024年６月21日（金）18:15～19:45
場 所：人文・社会科学総合教育研究棟

（W棟） ２階 W203
※ 講師を含めてオンラインを併用します。

【講師】
厚生労働省雇用環境・均等局勤労者生活課

労働者協同組合業務室長 水野嘉郎 氏

2024年度
第５回HOPSセミナー
【参加申込み必要】

■参加申込みについて
参加ご希望の方は、６月19日（水）までに、田中教授又は院長室あてに、

メールで連絡してください。（オンライン聴講ご希望の方は、その旨を明記してください。
オンライン聴講ご希望の方には、６月20日（木）までに、接続情報をお知らせします。）

司会：田中謙一（北海道大学公共政策大学院教授）

＜趣旨＞
2022年、労働者協同組合法が施行された。みんなで出資して

話し合って共に働く新しい法人格である労働者協同組合は、
地域創生や地域コミュニティ活性化など、地域住民が自ら
地域課題を解決するための受け皿として期待される。
このような労働者協同組合法の意義を学ぶ。

＜プロフィール＞
1982年、佐渡市生まれ。2005年、一橋大学社会学部を卒業し、

厚生労働省に入省。2007年、上越市役所に出向し、生活保護の
ケースワーカーを経験するとともに、自治基本条例の制定に
取り組む。その後、内閣官房、内閣府等を経て、2022年より、
現職。労働者協同組合の普及を促進する施策に尽力。
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